
イ
ン
ド
学
・
佛
教
学
に
関
す
る
学
術
雑
誌
と
し
て
夙
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
）
堂
劇
慰
め
。
《
《
ｃ
謝
豐
ミ
Ｎ
、
言
、
ミ
嘗
膏
雪
、
Ｓ
ｍ
民
ミ
ミ
、
曽
早

ミ
員
Ｐ
営
吻
曾
鈎
ミ
ミ
堅
愚
萱
ご
蒼
黄
ミ
ミ
の
。
意
、
言
。
匂
§
量
恥
）
誌
、
及

び
こ
の
雑
誌
の
出
版
事
業
を
推
進
し
て
い
る
ウ
ィ
ー
ン
イ
ン
ド
学
研
究
所

の
現
状
に
つ
い
て
、
私
は
さ
き
に
一
、
二
の
報
告
を
な
し
た
（
『
大
谷
学
報
』

第
四
十
三
巻
第
二
号
、
『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
十
二
巻
第
二
号
）
。

一
九
六
三
年
の
十
月
、
私
は
ウ
ィ
ー
ン
を
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、
フ
ラ
ゥ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
か
ら
の
二
、
三
の
私
信
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド

学
研
究
所
に
お
け
る
多
少
の
変
動
と
、
現
在
、
各
研
究
員
が
従
事
し
て
い

る
ア
ル
ゞ
〈
イ
ト
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
お
い
て
、
ウ
ィ

ー
ン
イ
ン
ド
学
研
究
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
・

研
究
所
の
主
任
教
授
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
は
、
一
九
六
四
年
三
月
を

も
っ
て
ゥ
イ
ー
ン
大
学
を
定
年
退
職
（
犀
○
詩
切
切
○
Ｈ
両
目
：
言
い
）
し
、
そ

の
後
任
と
し
て
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
）
大
学
に
勤
務
中
だ
っ
た
オ

ｆ
海
外
学
界
二

ゥ
イ
ー
ン
ィ
ン
ド
学

研
究
所
の
近
況

ユ
ー
ス

弓三
＝

＋ト
ア「

昭

羊
'三コ

、
〈
Ｉ
〈
ン
マ
ー
氏
（
ご
Ｈ
⑦
国
富
ａ
ｃ
胃
周
冨
冒
日
の
同
）
が
就
任
し
た
。

オ
ー
ゞ
〈
ｌ
ハ
ン
マ
ー
氏
は
、
既
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学

特
に
ユ
ク
テ
ィ
デ
ィ
ー
ピ
カ
ー
（
惠
壽
昌
司
営
訂
）
に
関
す
る
研
究
を
発
表

（
学
位
論
文
）
し
、
ご
弓
国
風
。
《
《
誌
に
も
氏
の
諸
論
文
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
（
ご
恥
陛
員
言
書
き
巷
旦
暮
、
讐
畠
ご
頁
ミ
ミ
自
嵐
自
言
ゞ

ゆ
ご
－
日
』
の
①
○
・
》
ｇ
や
き
い
め
○
ミ
、
Ｒ
②
《
』
》
、
曼
忌
ご
言
切
当
↑
ミ
ミ
ミ
ミ

ｇ
罰
廷
員
へ
尋
含
量
．
国
包
．
『
［
・
》
、
、
巴
Ｌ
ｇ
忌
日
・
ゞ
同
胃
国
、
《
ご
、
皇
恥
畑
震
号
｝
》

弓
笥
ａ
ｓ
‐
埼
昌
へ
鬘
ご
｝
馬
苫
尋
阜
ミ
ミ
の
．
国
旦
．
罰
ゞ
目
・
）
い
＄
ｌ
］
ｇ
ご
ｓ
）

フ
ラ
ゥ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
は
、
退
官
後
も
従
来
通
り
の
演
習
を
自
宅
で
継

続
し
て
い
る
。
特
に
、
一
九
六
三
年
十
月
以
降
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
、
〈

ツ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
氏
（
ロ
儲
．
○
○
口
百
日
ｏ
冒
一
］
国
富
詐
煙
呂
胃
ご
国
）
が
研
究

所
へ
迎
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
イ
ン
ド
新
諭
即
学
（
ｚ
四
目
沙
‐
畠
畠
騨
）
の

研
究
に
入
っ
て
い
る
。
博
士
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
三
年
十
月
以
降

か
ら
昨
年
度
に
か
け
て
、
十
二
世
紀
後
半
の
論
理
学
者
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ

（
①
昌
碗
①
雷
）
の
』
ゞ
岸
ミ
胃
尋
鳥
ニ
ミ
ミ
｛
《
に
関
す
る
論
文
を
用
意
し
た
と

、

あ
る
。
又
、
ゞ
ハ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
氏
は
、
：
津
へ
逗
ミ
崇
ミ
言
国
費
（
）
ミ
（
へ
ミ
《
↑
に

つ
い
て
論
文
を
作
成
し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。
な
お
、
。
ハ
ヅ
タ
チ
ャ
ル
ャ
氏

に
は
、
周
知
の
如
く
、
イ
ン
ド
街
学
に
お
け
る
神
諭
に
関
す
る
近
著
が
あ

る
。
（
切
言
員
《
⑮
吻
畏
〕
》
シ
昏
到
建
国
‐
『
含
皇
詩
二
訂
↑
閏
菅
罵
一
助
ミ
．
ｅ
巴
○
巨
洋
國
昌
＠
つ
旨
）

●

ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
お
け
る
オ
ー
ゞ
ハ
ー
〈
ン
マ
ー
氏
の
ポ
ス
ト
へ
は
、
フ
博

士
の
も
と
で
法
称
の
論
理
学
を
研
究
し
て
い
た
フ
エ
ッ
タ
ー
氏
（
胃
．

国
］
日
⑳
旨
〕
ど
の
算
①
Ｈ
）
が
そ
の
後
任
と
し
て
一
九
六
四
年
度
よ
り
就
任
し

た
。
彼
の
学
位
論
文
こ
岡
一
、
曹
蓉
ミ
ミ
急
ぎ
ミ
、
ミ
愈
守
凰
里
ミ
、
ミ
ニ
雪
ミ
《
↑

は
、
一
九
六
四
年
度
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
士
院
よ
り
川
版
さ
れ
た
。
こ
の
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書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
他
日
、
稿
を
改
め
た
い
。
同
じ
く
、
フ
博
士
の
も

と
で
論
文
を
作
成
中
だ
っ
た
シ
ュ
《
、
ツ
ト
〈
ウ
セ
ン
氏
（
厚
．
Ｆ
四
日
ｇ
風

の
ｏ
旨
〕
拝
冨
ロ
、
①
ロ
）
も
、
既
に
ご
旨
邑
員
ミ
ミ
ミ
さ
、
貝
②
ヨ
ミ
ミ
ｓ
言
ヘ
ミ
営
爵
息

重
量
畠
⑮
曽
畠
的
。
意
辱
ミ
ミ
一
員
、
言
い
《
↑
を
完
成
し
、
目
下
印
刷
中
。
現
在

は
大
学
講
師
と
し
て
就
職
の
た
め
の
ア
ル
。
〈
イ
ト
と
し
て
ご
言
四
宮
冒
勧
‐

耳
四
国
里
目
巨
と
閏
○
悪
３
国
の
研
究
を
始
め
た
と
い
う
。
な
お
、
彼
に

は
こ
『
・
爵
ミ
ミ
畠
旦
畜
詩
ミ
ミ
己
呈
怠
里
苛
謹
烏
弓
ミ
ミ
ョ
ミ
ー
ミ
ミ
壺
守
亀

、

ｍ
ａ
尋
ヘ
ミ
ミ
言
《
《
ｃ
扇
唱
圏
○
ｍ
ｇ
ご
胃
・
）
い
ぢ
や
旨
、
．
ご
畠
）
が
あ
る
。

研
究
所
の
助
手
シ
ュ
タ
イ
ン
ヶ
ル
ナ
ー
氏
（
ｐ
Ｈ
，
犀
目
算
陣
の
旨
胃
冒
５
吋
）

は
、
］
』
園
ｐ
Ｈ
的
ミ
ミ
さ
や
房
、
屋
倉
二
言
ミ
亀
ミ
富
】
“
《
《
の
論
文
（
詞
昌
厨
○
団
昌

く
目
・
』
砂
巨
？
］
臼
畠
＄
）
を
発
表
し
、
昨
年
来
、
ぐ
騨
己
冒
冒
目
四
に
つ

い
て
研
究
を
す
す
め
て
い
る
。
フ
博
士
の
主
幹
に
よ
る
こ
の
学
術
雑
誌
の

編
輯
事
務
を
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
彼
は
、
さ
き
に
》
》
ｂ
詩
園
詩
竜
ミ
ミ

§
の
登
詩
貴
昌
軍
忌
冒
《
《
（
ａ
，
園
具
ぐ
・
》
い
』
お
ｌ
］
目
忌
日
）
を
発
表
し

た
。

フ
ラ
ゥ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
近
業
は
、
こ
事
閃
因
吻
○
・
〕
館
七
巻
の
論
文

』
」
き
萱
ミ
ー
ヘ
ミ
ご
ミ
‐
望
員
§
箏
菖
に
引
き
続
い
て
、
そ
の
第
八
巻
目
に
こ
の

論
文
の
続
き
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
博
士
の
研
究
領

域
は
広
範
囲
に
亘
る
の
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
認
識
論
の
問
題
解
明
に
研

究
の
焦
点
が
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
私
の
ウ
ィ
ー

ン
滞
在
中
、
博
士
の
学
問
的
志
向
は
、
唯
識
・
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
認
識

論
の
諸
問
題
へ
向
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
の
研
究
の
業
績

が
、
今
、
こ
の
雑
誌
を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
ゞ
ヒ
ダ
ル
マ
佛
教
研
究

と
並
行
し
て
、
新
論
理
学
の
方
向
へ
と
向
い
、
そ
の
成
果
は
、
多
分
第
九

巻
（
一
九
六
五
年
度
）
の
雑
誌
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

、

〕
息
息
昌
吻
ｇ
、
菌
罰
長
音
ミ
ミ
ミ
艶
さ
ニ
ミ
昌
吻
↓
《
及
び
》
」
ｚ
員
葛
旨
雪

、
き
ざ
静
ヘ
ミ
号
員
ご
魯
念
《
《
等
の
ア
ル
ゞ
〈
イ
ト
で
あ
る
。
な
お
、
大
学
退
官

後
の
博
士
の
新
し
い
仕
事
と
し
て
、
「
哲
学
史
叢
書
」
の
イ
ン
ド
部
門
出

版
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
博
士
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
哲
学
史
全
五
巻
（
第
二
巻
ま
で
既

刊
）
の
完
成
が
希
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
Ｉ
そ
し
て
そ
の
原
稿
は
既
に
用

意
さ
れ
て
い
る
ｌ
そ
の
完
成
の
た
め
に
、
目
下
の
如
き
ア
ル
ゞ
〈
イ
ト
が

続
け
ら
れ
て
い
る
か
に
推
察
さ
れ
る
。

博
士
の
こ
れ
ま
で
の
業
績
の
中
、
特
に
佛
教
論
理
学
関
係
の
業
績
に
つ

い
て
は
、
か
っ
て
京
都
大
学
服
部
正
明
助
教
授
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

（
『
印
度
学
試
論
集
』
一
九
六
○
年
度
閥
－
１
円
五
頁
）

」
豈
肉
周
切
○
《
↑
誌
は
、
一
九
五
五
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
が
永
世
中
立
を

め
ざ
す
共
和
国
と
し
て
再
出
発
し
た
の
を
機
会
に
、
そ
の
前
身
尋
Ｎ
崗
弓

の
枠
を
更
に
拡
げ
て
、
新
た
に
Ｐ
Ｈ
Ｃ
巨
与
”
ざ
Ｈ
旨
呂
妨
呂
。
国
己
○
ぬ
名
巨
の

の
名
称
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
打
学
・
佛
教
に
関
す
る
論
文

が
、
従
来
よ
り
広
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
学
術
雑
誌
は
、
イ
ン
ド
哲
学
の
磧
学
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ラ
ゥ
ワ
ル

ナ
ー
博
士
が
主
幹
す
る
も
の
で
、
編
輯
の
細
部
に
亘
っ
て
は
博
士
自
身
が

こ
れ
に
当
り
、
そ
の
事
務
的
な
面
を
助
手
の
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
氏
が

担
当
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
印
度
哲
学
・
佛
教

に
関
す
る
論
文
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
一
九
六

三
年
度
（
第
七
巻
）
の
如
き
は
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向

は
、
今
後
の
：
弓
Ｎ
丙
吻
。
《
↑
誌
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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